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とをこある.原発巣のコソ トロ-ルが困難で短期生存 しか

鬼込めない例では保存的治療の対象,脇転移巣が コソ ト

ロ-ルされればある程度の期間,生存が新路 される場合

には積極的に全摘出をめざしたいと考えている血

射 外 科 的治 療 を 行 っ た 孤 立 性転 移髄脳魔 癌 の

検 討

二 ∴ . .･ ● ､.

昭和55年 ll卜 平成 1年11)f巨りlOiⅢ 鋸こ当f-十で外科的

処肝を受けた silldebIてIinmetこlStaSisilO例に一一〕いて検

除いた.

Pt-imarylesionは仙南か1'5人 ((･;2.500)しき二最 も阜 く

病理像は腺癌 と扇畢上皮癌で2/3を責めていた.転移性

脳腰癌手術後の平均寿尊は6.2ケ乱 死因をみると原発

娘i･こよる1､016例 (:loon).転移性脳腫喝に上るもし7)10

倒 し25.9-.)で恭一-､た.

病理診断と予後を比較すると組織像をこよる違いはみら

れなかった.肺癌に限って25例の治療法と開頭術後の予

後を比較すると敬治手術+化学療法の群をこ6カ月生存率

が高 く,転移性脳腫癖が発見されてから肺癌が発見きれ

たものは 6カ月生存率が低かった.転移厳発見時の原発

巣の妖魔 と予後をみると,primayyが cuFeの場合6

引 ]′日招 く別.600,priIllary が rLICurrenCtさてはOOo.

機部位転移の場合は50%であった.転移性脳腫慶の治療

と予後をみると,外科的処置単独では6カ月生存率は 37.5

00,外科的+照射+化学療法LT)場 合は61.190でLi''-言二.

予後を欧める決定的因子は韓をこない.

長斯牛存LI)安東ノこして.原発巣L7)治癒.佃搬器-ハ転

移のなし､こと,脳転移発行でないことがあげられる.

転移駁 手術後 5隼,1(咋 L')生存例を報苦し†こ.肺癌原

発で小脳,右後頭葉をこ転移厳があり全摘 し照射 と化学療

法を施行.病理像は腺癌 と偏平上皮癌であったが,原発

巣転移巣ともに病坪学的左共通点として､癌細胞を取 り

囲む様に形質細胞, りン′く球.鞘粒球が駁族 してお り,

非常をこ免疫反応が強 く現れていた.予後不良例 にはこう

した病理健はみられず,個体の免疫反応の強 さが予後をこ

大きく関係す ることを示唆する所見と思われた. 5年生

存率に radial.ioninduceddcmentiaがムL､_一木iこ.(､'~1､､

M~RIで脳萎縮,白質の低吸収域化が著明で恭一._,た.
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(対象,方法)過去 5年間に当科で治療を行ない転帰

までを追跡 し得た転移性脳腫癌30例について,杓う経過,

死亡原因.緩)放射線療法,(3)化学療法,刷 手術療

法各々の有効性,(5)原発巣不明例の経過 から考察を釦

を除いて全例が死亡 し 神経学的症状発現からは食経過

51ト LJ▲仙1いfi.)勺 11.Li)九･･ll-PLT.:雄 一､た.yL;｣一原因は脳転移

厳によるもの用例,原発巣をこよるもの13例,医源後のも

の 3例であった.ほ)放射線療法は24例に行なわれ CT
上消失ヲ縮小 した屯のは15例だつたが,不変あるいは増

悪 した も〔･')は 9例で各･･!∴ また rollow ul)小Lj13例

と_3M 以卜申 ~沌澗3死亡 :l例封斌くLL.17例申IJl例か再発

し,j卑発を免れ1二もハは二日町こか 言二.再発刊は総て 11)M

以内に再発 しこのうち]働例は再発厳が死亡原因となった.

滞発を免れた3例は 12M 以上生存 し,原発巣が死亡原

闘となった.(3)化学療法は8例に施行 されたが特に有

効と思われた鮎のは懸かった.(4)摘出術は10例に行な

IIIIJ'い‖州＼･uP中ハ3例を除 く7'例全判か柁｣~し. こ

のうち5例は再発 (4例は手術同部位に再発) した,をが

原発巣不明のものは 2例があった. 1例は症状発現より

摘M を経て原発巣が判明 したがこの原発巣により死t-

した.(全経過 ほM)1例は78才の高魯者で転移巣摘出

健経過 は良好であったが放射線治療により髄萎縮と全身

状態L71悪化,:.:射こし死亡LL い仝経過 (う九.ll.こlLItOPS)r

で silentな原発巣が発現された,く結論)放射線療法

と手術療法により症状の一時的な寛快は縛 られても必ず

しも再発は免れず,この原発巣が死亡原因となることが

多い.今後はこの観漁をこた-r,て放射線療法と手術療法の

再検討が必要であると考えられる.
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我 々が経験 した脳転移癌 120例の中かi､､,現在生存例

と消息不明例を除いた 100例について述べる.平均生存

期間は7,5カ月,生存曲線は,5年,3年生存率は 1%,

2年yl年,6カ月,3カ月のそれは, 5%,23%き嶺3

%,71%である.原発病死40%と脳転移癌死舶%で差は

ない.初発症状が原発巣からと,脳転移巣からで も生存

期間に差はない.70才以上 とそれ以下 との平均生存期間


